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はじめに 
近年の計算機性能の向上に伴い，動画像など時間
的変化を伴う情報を閲覧する機会が増えている．こ
のような情報には，映画のように既に記録されてい
る情報を単に再生することに意味があるものだけで
なく，シミュレーション結果や事象の変化を記録し，
データ分析などで内容を深く理解することを目的と
する動画像も少なくない．動画像の内容を理解する
には，時間の流れを様々に表現しその変化を捉えや
すくすることが重要であると考えられるが，既存の
動画像ビューワにはこのような時間の流れを変化さ
せることを主たる目的としたものはない．本研究は，
このような時間的変化を伴う可視化表現の理解を目
的として，時間的，空間的インタラクションを可能
とする環境を構築するものである． 
時間の Focus+Context 
可視化された静的な情報の理解における有効な手
法のひとつとして Focus + Context手法が挙げられ
る[1]．Focus + Context手法は一般的に，限られた
ディスプレイ空間内に膨大な量のデータを表現する
ために，表示空間を魚眼レンズのように歪めて可視
化することで実現される．これにより情報の全体像
や個々のデータの関係を見失うことなく，着目した
い部分を詳細まで見ることができ，情報の理解を容
易にすることが可能となる． 
本研究では，時間的変化を伴う可視化表現におい

ても，同様に情報の詳細と概観を提示することが情
報の理解につながると考え，時間の Focus + 
Context を表現することを試みる．空間的な詳細と
概観が表示面積の大きさや拡大率であるのに対し，
時間的な詳細と概観は，情報を計算機上に表示する
際の速度とする．たとえばサッカーの試合を録画し
たビデオを再生し，ある選手が得点に至った経緯を
観察する際，選手の走った道筋やシュートの弾道を

理解するにはある程度以上の再生速度で変化の流れ
をつかむ必要がある．一方で足の曲げ具合などのシ
ュートフォームや，ボールにかけられた回転などを
理解するには，比較的遅い再生速度でなければ詳し
く観察することができない．このように情報を表示
する速度が異なることでユーザが理解できる内容も
異なる．つまり，表示速度の変更などを利用して，
対象とする情報がもともと持つ時間（MDT: Media 
Data Time）をどのようにユーザが経験する時間
（UET: User Experience Time）にマッピングする
かを自由に決定し，変更できることが情報を理解す
る上で重要な要素であるといえる． 
本研究では速い速度での可視化表現が情報の概観
を表すものとし，遅い速度での可視化表現が詳細を
表すものとする．詳細と概観を関連付けて表現し，
時間の Focus + Contextを実現するために以下の 2
種類の手法を提案する． 

• 複数の表現を異なる速度で同時に表示する 
• ひとつの表現の速度を局所的に変化させて
表示する 

このような時間の Focus + Contextを実現し，速
度変化をインタラクティブに行える環境を構築して
いる．  
TbVP（Time-based Visual Presentation） 
人間は一般に時間の変化を捉える受容器を持たな
いとされており，それを知るためには何らかの表現
が変化する様子を認識する必要がある．本研究では
可視化表現がユーザに時間の流れを伝えるものであ
るとし，TbVP（Time-based Visual Presentation）
という概念を取り入れている．TbVP とは情報を時
間経過に伴い視覚的に変化する表現として計算機上
に可視化したもので，ムービーや，動的シミュレー
ションの結果などをアニメーションで表現したもの
などを指す．TbVP は時間的変化を持つ情報に以下
の 2種類の変換を与えることによって可視化された
映像である（図 1）． 

• Time-based Transformation 
• Visual Transformation 

Time-based Transformationは，情報の持つMDT
をどのようにユーザに経験させるかを決定するもの
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で，Rate（TbVPの再生速度と再生方向）を指定す
ることで実現される．ひとつの TbVPを作成するの
に 必 ず 一 種 類 の 変 換 が 行 わ れ る ． Visual 
Transformationは，TbVPの見た目に関する変換を
行うもので，そのサイズや透明度などを決定する．
複数の TbVP を比較するときや，Time-based 
Transformation を映像の空間的な一部分に適用す
る際に利用され，ひとつの TbVPに対して複数の変
換が行われる．どちらの Transformationも，TbVP
を作成するだけでなく，作成後に変換をコントロー
ルすることを可能とし，それぞれの Transformation
が，TbVP に対する時間的，空間的なインタラクシ
ョンを提供する． 
システム概観 

TbVP に対するインタラクションを可能にする環
境として TbVP Browser を構築している（図 2）．
TbVP Browserには，ひとつのデータから作成され
た複数のTbVPが表示され，ユーザが任意の時間的，
空間的表現でそれぞれのTbVPを見ることができる．
図 2に示すスクリーンショットでは 2つのTbVPが
それぞれに定義された Rate で表示され，映像の空
間的な一部の矩形領域に対して周りとは異なる時間
が流れるような表現をユーザに提示している．さら
に透明度やサイズ変更などの空間的なインタラクシ
ョンにより，TbVP同士の比較や，特定の TbVPに
着目して観察することが可能となっている． 
Presentation Sliderは現在表示されているTbVPの
時間的な位置を示すもので，左端がMDTの最初を，
右端が最後を表しており，TbVP が順方向に再生さ
れるにつれてインジケータが左から右に動く．その
際のインジケータの移動速度および TbVP の Rate
は，インジケータの真下の Rate Controllerの値に
よって決定されており，Rate Controllerのグラフの
形が MDT から UET への変換を示している．たと
えば特定の時刻付近の Rate を遅く，それ以外の部
分を速く表示することや，複数の TbVP が様々な

Rateを保つよう表示し，半透明にして重ね合わせた
りすることで上述した時間的な Focus+Context を
実現することができる． 
このような時間的，空間的インタラクションを行
うことで，時間的変化を伴う可視化表現の理解が深
まると考えられる． 
おわりに 
図 2 で示した TbVP Browser では Rate 

Controller で Rate を指定しているが，ユーザにと
って意味のある Rate 変化をあらかじめ用意した
Browserも実装している．例としては図 3に示すよ
うに（a）一定の Rateを保つ，（b）特定の時刻付近
を遅く再生する（c）興味のある瞬間を指定した際，
高速で巻き戻し，その瞬間を再び遅く再生する，な
どが挙げられる．今後はこのような意味のある Rate
の変化をギャラリーとして登録し，インタラクティ
ブに選択して利用できるインタフェースを持つ環境
を構築する予定である． 
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図 1：TbVPの作成 

図 3：Rate変化の例 

図 2：TbVP Browser 


